紅蔘のアトピー性皮膚炎モデル動物に対する掻破行動抑制効果 by 寒川, 慶一
  
 
氏     名   寒川 慶一 
学 位 の 種 類    博士（ 医学 ） 
学 位 記 番 号    第 5849号  
学位授与年月日   平成 24年 12月 25日  
学位授与の要件   学位規則第４条第 2項 
学 位 論 文 名   Red ginseng inhibits scratching behavior associated with  
atopic dermatitis in experimental animal models 
(紅蔘のアトピー性皮膚炎モデル動物に対する掻破行動抑制効果) 
 
論文審査委員    主 査 岩尾   洋 教授   副 査 石井 正光 教授  
          副 査 鰐渕 英機 教授 
 
 














ニトロフルオロベンゼン: DNFB）溶液を隔日に計 5回投与し、皮膚炎を誘発させた。2週後に再度 DNFB
溶液を塗布して再惹起させ、タクロリムス (FK)、デキサメサゾン (DX)、RGE (1%、0.01%)塗布によ
る掻破行動･耳殻腫脹への効果およびその機序を調べた。 
【結果】 
(1) RGE (1%)はヒスタミンによる血管透過性亢進を有意に抑制した。(2) RGE (1%および 0.01%)お
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溶液を塗布して再惹起させ、タクロリムス (FK)、デキサメサゾン (DX)、RGE (1%、0.01%)塗布によ
る掻破行動･耳殻腫脹への効果およびその機序を調べた。 
【結果】 
(1) RGE (1%)はヒスタミンによる血管透過性亢進を有意に抑制した。(2) RGE (1%および 0.01%)お
よび FK (0.1%)は、DNFB刺激による掻破行動を有意に抑え、耳殻腫脹も抑制した。一方、DX (0.05%)
は耳殻腫脹を抑制したが、掻破回数は抑制しなかった。これらの抑制効果に、神経増殖因子の発現抑
制作用やサブスタンス Pが関与していた。 
【結論】 
紅蔘エキスの塗布が抗ヒスタミン作用を有すること、アトピー性皮膚炎モデルでのサブスタンスＰ
を介する掻破行動や耳殻腫脹を有意に抑えたことから、アトピー性皮膚炎治療に有効である可能性が
示唆された。 
本論文は紅蔘エキスのアトピー性皮膚炎における掻破行動抑制効果の作用機序の一端を明らかに
することに寄与するものである。よって著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定
された。 
